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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　11月6日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪・
　　　　　30日㈭、12月4日㈪・11日㈪
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。（年末年始を除く）

　

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

11月19日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

11月25日㈯午前11時 おはなしタンバリン

12月2日㈯午後2時 おはなしの会

12月9日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
11月15日㈬、12月13日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員ぴよぴよおはなし会 12月3日㈰
午前11時～11時30分

絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 12月3日㈰午後2時 絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など 小学生

英語のおはなし会 12月10日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生
高橋貴子さん

子ども映画会 11月18日㈯午後2時 ミッキーマウス ミッ
キーのがんばれサーカス 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 11月26日㈰
午後1時30分

第3回カンヌ国際映画祭
グランプリ受賞
第三の男（洋画：100分）
出演：ジョセフ・コット
ン、アリダ・ヴァリ、
オーソン・ウェルズ　他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます

図書館職員  「みらい」
映像ホール

ブックスタート 11月15日㈬・22日㈬
午前10時～正午

絵本の読み聞かせ、育
児のアドバイス、絵本
セットの手渡し

平成29年5月1日～
8月31日生まれの赤
ちゃんとその保護者
※ 母子健康手帳を必
ずお持ちください

NPO法人
子育てネット行田

図書館
ミーティン
グルーム
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定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

 絵本や小説など多様なジャンルの作品に音楽や映像
を織り交ぜ、味わい深い朗読会を開催します。黙読と
は一味違う言葉のリズムを、ぜひお楽しみください。

▶日　　時　11月21日㈫午後1時30分～ 3時30分
▶場　　所　中央公民館第1学習室（「みらい」内）
▶内　　容
　・「驟り雨」藤沢周平／著　新潮社
　・ 「がまの油」齋藤孝／文、長谷川義史／絵　ほる

ぷ出版
　・ 「ぼくは、ブルーノ」デイヴィッド・カリ／文、ジャ

ンルカ・フォリ／画、さとうななこ／訳　ワール
ドライブラリー

▶定　　員　80人
▶協　　力　行田朗読の会
▶申し込み　直接または電話で同館

大人のための朗読会

＜DVD＞
・ ファンタスティック・
ビーストと魔法使いの旅
・ 超高速！参勤交代 リ
ターンズ
・はなちゃんのみそ汁

＜CD＞
・大瀧詠一 Song Book1
・宇宙図書館（松任谷由実）
・ 24K・マジック（ブルー
ノ・マーズ） 

今月のおすすめ新着DVD・新着CD

「蓮まつり俳句・写真コンテスト」
の入賞作品が決定しました

　古代蓮を題材にして行われた「蓮まつり俳
句・写真コンテスト」の入賞作品が決定しま
した。作品（俳句は最優秀賞・特選、写真は
特選・入選・佳作）は古代蓮会館内で展示し
ています。
　なお、俳句の優秀作品集を同館および商
工観光課で配布しています。

▶展示期間　11月12日㈰まで※月曜日休館
▶入賞者（順不同・敬称略）
　俳句
　最優秀賞　山﨑政子
　特　　選　 斉藤閑風、山口弘子、宮田淑尚、

坂本絹恵、並木貞子、藤原正宜、
山本章二、金子柊晟、加藤篤子、
大谷徳湖

　写真
　特　　選　霜村俊広
　入　　選　 坂本たつ江、角張洋司、栗城

真智子、田中三郎、田畑大輔、
権藤薫、早野由香、安永匡隆、
玉田政夫、菅沼憲市

▶ その他　古代蓮会館の入館には入館料（大
人400円、小・中学生200円）が必要です。
開館時間は午前9時～午後4時30分（入
館は午後4時まで）です。
▶ 問い合わせ　行田市観光協会（商工観光課
内・内線389）

開館30周年記念展示「博物館の30年」

　郷土博物館は、平成30年2月に開館30周年を迎えます。
本展覧会では、これを記念して過去に開催した展覧会の
ポスターやイベントの写真、またこれまで当館に寄せら
れた収蔵資料などを展示することで、市民の皆さんとと
もに歩んできた当館の30年の歴史を振り返ります。

▶ 期間　12月9日㈯～平成30年1月21日㈰（1月8日を
除く月曜日、12月28日㈭～ 1月3日㈬は休館）

▶ 開館時間　午前9時～午後4時30分（入館は午後4時
まで

▶ 入館料　【大人】200円【大学・高校生】100円【小・
中学生】50円　※団体（20人以上）は2割引き

展示解説会
「博物館の30年のあゆみ」一般編
▶日時　12月16日㈯午後2時30分
▶場所　同館企画展示室
▶対象　高校生以上
「学芸員のおしごと」キッズ編
▶日時　1月13日㈯午後2時30分
▶場所　同館企画展示室
▶対象　小学生以上
　※いずれも事前申
　　し込み不要

▶問い合わせ　同館
　☎554―5911

・ ルールズ　新藤晴一／著
・全国ビジネスホテルガイド
・ 時間とはなんだろう 最新物理学で探る「時」の正体
　松浦壮／著
・ お願い！フェアリー♥19　みずのまい／作、カタ
ノトモコ／絵
・ 落ち葉のふしぎ博物館 ゲッチョ先生の落ち葉コレ
クション　盛口満／文・絵
・ くねくね！ 小さい子どものための手遊び絵本　ク
レール・ズケリ・ローマー／作

新　着　図　書

第20回記念公募行田市美術展の作品を募集します
▶ 日時　平成30年2月9日㈮～ 12日㈪午前9時30
分～午後4時30分（12日は午後4時まで）
▶場所　「行田グリーンアリーナ」サブアリーナ
▶ 応募資格　市内および近隣に在住、在勤、在学の
方で15歳以上の方。ただし中学生を除く。
　※ 学生は15 ～ 18歳の高等学校、高等専門学校、
各種専門学校に在籍する方とする。

▶種目・作品規格　　
　① 【絵画】日本画、洋画（油絵・水彩）、版画
　　※8号以上60号以内、額装（ガラス不可）　
　② 【彫刻】体積100㎝×100㎝×200㎝以内、重
量100㎏以内、ケースは使用しない　

　③ 【工芸】壁面作品は横幅200㎝以内（壁面作品・
帯・着物などは付属品も持参）

　④ 【書】170㎝×60㎝以内（縦横自由）または91
㎝×91㎝以内、額装または枠張もしくは軸装（ガ

ラス不可）
　⑤ 【写真】〔一般〕〈単写真〉Ａ3ノビ以上全紙以内
　〈組写真〉65㎝×95㎝以内

　　　 〔学生〕〈単写真〉Ａ4以上Ａ3ノビまで
　　　〈組写真〉65cm×95cm以内
　　※一般、学生ともデジタルアート可、ガラス不可
▶ 出品料　1点につき【一般】2,000円、【学生】1,000
円（同種目の2点目からは半額）

▶ 搬入　平成30年2月4日㈰午前10時～午後2時
▶搬出　平成30年2月12日㈪午後4時～ 5時
▶ 主催　行田市美術家協会、（公財）行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団、行田市教育委員会
▶後援　行田市、行田市文化団体連合会
▶注意　作品は未発表の創作作品に限ります。
▶ 問い合わせ 行田市美術展実行委員会事務局（産業
文化会館内）☎556―6371

建設中の郷土博物館・御三階櫓 ※ブックスタートで絵本セットを受け取りに来られなかった方は、図書館までご連絡ください。
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さまざまな体験に大満足

市若手職員が「日本遺産をテーマとした
まちづくり」について提案

　9月24日、商工センターホールで日本遺産を生かした
地域ブランディングや商品開発、事業開発などを学ぶ
「行田みらい塾」が開講しました。
　この日は、「日本遺産の価値と活用法」をテーマとした
講演後、約50人の参加者が中心市街地を歩き、気づいた
ことを書き留めて、日本遺産の構成文化財である牧禎舎
で意見を交換しました。

　10月15日、コミュニティセンターみずしろで「第28回浮き城のま
ち行田こどもまつり」が開催されました。
　この日は朝から雨が降り、あいにくの天気となってしまいました
が、多くの子供たちが会場を訪れ、「バルーンアート」や「スライムづ
くり」など各コーナーの催しを楽しんでいました。また、今回から出
店団体として初参加となったNPO法人行田市民大学活動センター
の皆さんに竹馬の乗り方を教えてもらったり、生涯学習のマスコッ
ト「マナビィ」と交流したりと、普段できない体験に大満足の様子。
自分の手で作成した作品やプレゼントを両手いっぱいに抱え、子供
たちは満面の笑みを浮かべていました。

　10月10日、市役所305会議室で市若手職員による政策研究の
発表会が行われました。
　日本遺産を活用したにぎわいあふれるまちづくりを目指し、
5組26人の職員が、今年の6月から検討を重ねてきました。この
日の発表会では、日本遺産の構成資産である足袋や蔵の新たな
活用方法、SNSを利用した情報発信など、若手職員ならではの
斬新なアイデアが提案されました。

行田商工会議所設立70周年を迎えて

写写写
真 GYODA CITY

PHOTO STUDIO真

工藤市長と森教育長がICTを
活用した先進的な取り組みを視察

スポーツの秋、記録更新を目指して

　9月30日、行田商工会議所設立70周年記念式典が商工センター
ホールで開催されました。
　記念式典では小川会頭から式辞が述べられた後、会員企業延べ
58社が表彰されました。その後、歴史作家の河合敦さんによる記
念講演「世界一おもしろい歴史の講演会　人生を豊かにする幕末
の偉人に学ぶ生き方」が行われました。河合さんは吉田松陰や坂
本龍馬を取り上げ、偉人の人材育成やリーダーシップについて分
かりやすく解説し、来場者は興味深そうに耳を傾けていました。

　9月29日、ICT（情報通信技術）を活用した先進的な取り組
みを視察するため、工藤市長と森教育長が南河原小学校を訪
れました。
　同校では、今年度、ICT機器を設置しタブレットなどを活用
した授業の研究を推進しています。この日、工藤市長らは、3
年1組で教師用タブレットや実物拡大投影機を使用して行わ
れている授業風景を視察。新しい技術を取り入れた授業は子
供たちにとっても、良い刺激になっているようです。

　10月4日、総合公園自由広場で行田市小学校連合運動会が開
催されました。
　この運動会には市内の小学6年生が参加。同じ小学校の仲間
や保護者から盛んに声援が送られる中、参加した児童は自己記
録の更新を目指し、日頃の練習の成果を発揮して一生懸命競技
していました。

「行田みらい塾」講演会と
ワークショップを開催
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誰
も
が
一
度
は
吹
い
た
こ
と
が
あ
り
、
郷
愁
を
誘
う

音
色
が
特
徴
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
。
そ
ん
な
ハ
ー
モ
ニ
カ
を

演
奏
し
、
多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い
る
馬
場
和
雄
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

　
小
学
生
の
こ
ろ
に
音
楽
ク
ラ
ブ
で
演
奏
し
て
以
来
遠

ざ
か
っ
て
い
た
馬
場
さ
ん
が
、
再
び
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
手

に
し
た
の
は
55
歳
の
と
き
。
当
時
の
勤
務
先
で
行
わ
れ

た
ハ
ー
モ
ニ
カ
講
座
に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
講
座
が
終
了
し
た
後
、
そ
の
と
き
の
仲
間
と
と
も

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

の
腕
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
奏
法

な
ど
を
学
び
た
い
と
考
え
、
日
本
ハ
ー
モ
ニ
カ
賞
受
賞

者
の
竹
内
克
好
さ
ん
に
師
事
し
、
毎
月
１
回
５
年
間
に

わ
た
っ
て
個
人
指
導
を
受
け
た
他
、
今
で
も
研
修
会
な

ど
に
参
加
し
、
奏
法
技
術
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
馬
場
さ
ん
が
使
用
す
る
の
は
主
に
複
音
ハ
ー
モ
ニ

カ
。
ふ
く
よ
か
な
音
色
が
魅
力
的
で
、
ベ
ー
ス
奏
法
や

バ
イ
オ
リ
ン
奏
法
な
ど
幅
広
い
表
現
が
可
能
で
す
。
現

在
、
馬
場
さ
ん
に
は
80
曲
に
も
及
ぶ
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が

あ
り
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
童
謡
や
唱
歌
の
他
、
演
歌
や

シ
ャ
ン
ソ
ン
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
演
奏
会
で
は
観
客
の
年
齢
や
性
別
な
ど
に
合
わ
せ

て
演
奏
曲
を
選
ぶ
の
も
、
楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。
市
内
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド
「
ポ
コ
ア

ポ
コ
」
の
一
員
と
し
て
活
動
し
、
定
期
演
奏
会
や
「
と

き
め
き
レ
イ
ン
ボ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
演
奏
を
披

露
し
て
い
ま
す
。「
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
に
合
わ
せ
て
お

客
さ
ん
が
歌
っ
て
く
れ
る
と
、
私
た
ち
も
演
奏
に
力
が

入
り
ま
す
。
場
内
に
一
体
感
が
生
ま
れ
、
と
て
も
盛
り

上
が
る
ん
で
す
よ
」
と
話
し
ま
す
。
ま
た
、
馬
場
さ
ん

は
９
月
に
行
わ
れ
た
「
子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」
で
も

演
奏
を
行
い
ま
し
た
。「
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
歴
史
や
構
造
に
つ
い
て
の
解
説
も
行
い
ま
し

た
。
演
奏
終
了
後
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
が
好
き
に
な
っ
た
の

で
習
い
た
い
と
言
っ
て
く
れ
た
子
が
い
て
、
と
て
も
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

　
12
月
３
日
㈰
に
忍
・
行
田
公
民
館
で
開
催
さ
れ
る
ポ

コ
ア
ポ
コ
の
定
期
演
奏
会
（
関
連
記
事
34
ペ
ー
ジ
）
に

向
け
て
練
習
に
熱
が
入
る
馬
場
さ
ん
。「
多
く
の
方
に

喜
ば
れ
る
演
奏
を
し
た
い
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
仲
間
を

も
っ
と
増
や
し
て
演
奏
活
動
を
続
け
た
い
で
す
ね
」
と

話
す
馬
場
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
は
、
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
心
に
響
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

北埼ダンボール工業株式会社
包装資材に加え、デザイン性の高い販促ツールも作成
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く
っ
き
り
と
秋
日
和

 

城
西 

鈴
木　
正
夫

高
麗
王
の
血
の
脈
々
と
曼
珠
沙
華

 

谷
郷 

羽
石　
芳
道

峠
路
の
塙
に
憩
う
蔦
紅
葉

 

持
田 

伊
藤　
洋
子

仰
ぎ
見
る
子
等
の
頭
上
の
大
花
火

 

藤
原
町 

斎
藤
雄
次
郎

街
道
に
新
た
な
献
花
秋
夕
焼

 

持
田 

小
倉　
繁
三

長
堤
の
ど
こ
に
を
り
て
も
虫
時
雨

 

矢
場 

鈴
木
か
づ
の

秋
夕
焼
静
か
に
余
生
お
く
り
た
し

 

谷
郷 

馬
場　
　
勇

畦
道
を
一
直
線
に
曼
珠
沙
華

 

城
西 

榊
原
し
ず
か

豊
の
秋
風
に
彩
あ
り
香
り
あ
り

 

持
田 

島
田　
悦
子

忍
城
の
影
長
く
曳
く
冬
隣

 

須
加 

長
谷　
　
恒

国
政
に
新
風
生
れ
て
野
分
め
く

 

（
三
沢　
一
水　
監
修
）

郷
愁
を
誘
う
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
音
色
で

 

た
く
さ
ん
の
人
を
魅
了

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

馬
場 

和
雄 

さ
ん
（
埼
玉
・
69
歳
）

めましてはじ ○ 11月1日㈬～30日㈭に電話またはEメールで
広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、12月4日㈪午前11時か
ら市役所203会議室で公開抽選を行います。

小
松
　
慧け
い
た大 

ち
ゃ
ん （
藤
原
町
）

平
成
28
年
11
月
9
日
生
ま
れ

父
・
和
弘
さ
ん　
母
・
喜
美
さ
ん

「
す
く
す
く
元
気
に

 

大
き
く
な
〜
れ
♡
」

坂
本
　
陽ひ
な
た向 

ち
ゃ
ん （
南
河
原
）

平
成
28
年
11
月
17
日
生
ま
れ

父
・
佑
樹
さ
ん　
母
・
仁
美
さ
ん

鵜
木
　
信し
ん
ま匡 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

平
成
28
年
11
月
19
日
生
ま
れ

父
・
友
司
さ
ん　
母
・
菜
菜
さ
ん

「
元
気
に
す
く
す
く

 

大
き
く
な
っ
て
ね
」

「
た
く
ま
し
い

 

我
が
家
の
次
男
坊
☆
」

小
林
　
希の

あ空 

ち
ゃ
ん （
駒
形
）

平
成
28
年
11
月
27
日
生
ま
れ

父
・
巧
さ
ん　
母
・
理
都
さ
ん

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い
見
せ
て
ね
！
」

今
津
　
穂ほ
の
か香 

ち
ゃ
ん （
天
満
）

平
成
28
年
11
月
11
日
生
ま
れ

父
・
雅
幸
さ
ん　
母
・
里
美
さ
ん

野
口
　
煌こ
う
せ
い生 

ち
ゃ
ん （
白
川
戸
）

平
成
28
年
11
月
9
日
生
ま
れ

父
・
智
史
さ
ん　
母
・
知
美
さ
ん

「
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ

 

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」

「
優
し
く
元
気
に

 

大
き
く
な
ぁ
れ
♡
」

★★★ 平成28年 11月生まれ のおともだち ★★★

平成29年1月生まれのお子さんを募集します

会社プロフィール

代表取締役社長　鈴木 一夫
【事業内容】 各種ダンボール製造販売、各種紙器
製造販売、包装資材各種販売、販促ツール製造販売
【所在地】 南河原895

　

昭
和
34
年
4
月
に
創
業
し
た
北
埼
ダ
ン

ボ
ー
ル
工
業
株
式
会
社
は
、
当
時
生
産
が
盛

ん
だ
っ
た
足
袋
や
ス
リ
ッ
パ
を
入
れ
る
箱
の

製
造
か
ら
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

現
在
は
段
ボ
ー
ル
を
中
心
に
、
樹
脂
製
品
や

緩
衝
材
な
ど
多
種
多
様
な
包
装
資
材
を
手
掛

け
て
い
ま
す
。

　
成
長
が
著
し
い
同
社
の
製
品
を
支
え
て
い

る
の
は
、
設
計
力
。
他
社
に
先
駆
け
て
３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
と
デ
ジ
タ
ル
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ー

ン
を
導
入
し
、
包
装
す
る
対
象
に
合
わ
せ
て

一
か
ら
設
計
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ザ

イ
ン
・
加
工
・
配
送
ま
で
一
貫
し
て
行
う
こ

と
で
よ
り
早
く
納
品
す
る
こ
と
が
で
き
る
そ

う
で
す
。
ま
た
優
れ
た
設
計
力
を
生
か
し
て

商
品
開
発
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
同
社
で

は
、
平
成
28
年
に
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン

タ
ー
と
共
同
で
災
害
時
に
使
用
す
る
避
難
所

用
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
発
し
ま
し
た
。
代

表
取
締
役
社
長
の
鈴
木
一
夫
さ
ん
は
「
幅
・

奥
行
・
高
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
１・
８
メ
ー
ト
ル

で
、
立
ち
上
が
っ
た
時
で
も
壁
が
目
線
よ
り

高
い
た
め
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
道
具
を
使
わ
ず
に
5

分
ほ
ど
で
組
み
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
す
」

と
こ
だ
わ
り
を
詰
め
込
ん
だ
商
品
の
説
明
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
他
に
も
同
社
で
は
平
時

は
ゴ
ミ
箱
と
し
て
使
え
る
非
常
用
ト
イ
レ
な

ど
の
防
災
用
品
も
扱
っ
て
お
り
、
自
治
体
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
最
近
は
新
た
に
導
入
し
た
段

ボ
ー
ル
や
木
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
あ
ら
ゆ

る
素
材
に
印
刷
で
き
る
Ｕ
Ｖ
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
た
事
業
「
Ｄ

．Ｐ
Ｒ

Ｏ
」
を
展
開
。
長
年
培
っ
た
設
計
技
術
と
組

み
合
わ
せ
、
デ
ザ
イ
ン
性
に
富
ん
だ
商
品

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
の
棚
や
看
板
、
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な

ど
を
製
作
し
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
い
ず
れ
「
Ｄ

．Ｐ
Ｒ
Ｏ
」

と
し
て
行
っ
て
い
る
事
業
を
独
立
さ
せ
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
企
業
だ
け

で
な
く
個
人
の
お
客
さ
ま
も
含
め
、
販
促

ツ
ー
ル
や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
の
作
成
な
ど
幅
広
い

要
望
に
応
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
展
望
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
包
装
資
材
の
枠
に
と

ら
わ
れ
ず
、
自
ら
の
技
術
を
生
か
し
た
新
事

業
を
開
拓
し
続
け
る
同
社
か
ら
今
後
も
生
活

に
役
立
つ
商
品
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
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▼
日
時
　
12
月
3
日
㈰
午
前
9
時
開

始　
▼
集
合
場
所
　
馬
見
塚
第
2
集

会
所
（
馬
見
塚
９
１
３
）　
▼
そ
の

他
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
（
軍
手
、
ご
み
袋
は
用
意

し
ま
す
）　
▼
問
　
同
会
会
長
栗
原

☎
５
５
７
―
０
０
９
１

▼
日
時
　
11
月
10
日
㈮
～
15
日
㈬
の

各
店
舗
の
営
業
時
間　
▼
場
所
　
藍

染
体
験
工
房
牧
禎
舎
（
忍
1
―
4
―

11
）
お
よ
び
商
店
街
の
店
舗
な
ど　

▼
内
容
　
地
元
作
家
の
ア
ー
ト
作
品

を
多
数
展
示
。
11
日
・
12
日
は
牧
禎

舎
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
（
12

日
は
ブ
ー
メ
ラ
ン
竹
と
ん
ぼ
作
り
）。

手
作
り
市
も
開
催
す
る
。　
▼
入
場

無
料
　
▼
問
　
忍
町
ア
ー
ト
化
作

戦
実
行
委
員
会
野
本
☎
０
９
０
―

７
８
１
４
―
９
６
１
５

▼
日
時
　
11
月
19
日
㈰
午
前
9
時
～

正
午
（
午
前
8
時
45
分
か
ら
受
け
付

け
）
※
雨
天
中
止　

▼
集
合
場
所
　

星
川
の
自
然
と

キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会

冬
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
お
よ
び
観
察
会

第
11
回

忍
町
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
28
回
「
未
来
へ
残
し
た
い
行
田

の
自
然
八
景
」
ウ
ォ
ー
ク
in
忍

川
上
流
部･

自
然
発
見

市
役
所
正
面
玄
関
前　
▼
内
容
　
郷

土
の
歴
史
と
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
す
る　
▼
参
加
条

件
　

1
万
歩
以
上
歩
け
る
方　
▼
参

加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
持
っ
て
い
る

方
は
双
眼
鏡
（
7
～
8
倍
）　
▼
そ

の
他
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
歩
き

や
す
い
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

▼
問
　
行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
☎
５
６
４
―
３
０
０
０

▼
日
時
　
11
月
25
日
～
12
月
23
日
の

土
曜
日（
全
4
回
、12
月
9
日
を
除
く
）

午
後
0
時
50
分
～
2
時
20
分　
▼
場

所
　
立
正
大
学
熊
谷
キ
ャン
パ
ス
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
1
階
Ａ
１
０
１
教

室　
▼
内
容
　
立
正
大
学
の
各
学
部

講
師
に
よ
る
授
業　
▼
定
員
　
３
０
０

人　
▼
費
用
無
料
　
▼
申
　
11
月
17
日

㈮
ま
で
に
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
、
氏
名（
ふ
り
が

な
）、年
齢
、性
別
、郵
便
番
号
、住
所
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
立
正
大
学

研
究
推
進
・
地
域
連
携
課
公
開
講
座

係【
郵
送
】〒
３
６
０
―
０
１
９
４　

熊
谷
市
万
吉
１
７
０
０　
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
３
９
―
１
４
９
３　
【
Ｅ
メ
ー
ル
】

k-koza@
ris.ac.jp 　

▼
問
　
同

大
学
☎
５
３
６
―
６
０
１
９

平
成
29
年
度
冬
季

立
正
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

▼
日
時
　
11
月
26
日
㈰
、
12
月
24

日
㈰
【
1
回
目
】
午
前
11
時
15
分

【
2
回
目
】
午
後
2
時
15
分　

▼

場
所
　
忍
城
址
※
雨
天
・
荒
天
の
場

合
ぶ
ら
っ
と
♪
ぎ
ょ
う
だ
店
内　
▼

出
演
　
潮
崎
ひ
ろ
の
、
地
元
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン　

▼
観
覧
無
料
　
▼
主

催
　
㈲
ポ
ッ
プ
企
画　
▼
問
　
同
社

☎
５
５
４
―
０
７
８
９

▼
日
時
　
12
月
3
日
㈰
午
後
1
時
30

分
開
演　
▼
場
所
　
忍
・
行
田
公
民

館
ホ
ー
ル　
▼
曲
目
　「
か
え
り
船
」

「
雪
の
降
る
街
を
」
他　
▼
入
場
無

料
　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員

会
、
ニ
ッ
ポ
ン
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ク

ラ
ブ　

▼
問
　
小
池
☎
５
５
４
―

９
０
７
１

▼
日
時
　
11
月
25
日
㈯
【
1
回
目
】

午
前
10
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

【
2
回
目
】
午
後
1
時
30
分
～
3
時

30
分　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　
▼
題
名
　「
シ
ン
ド
バ
ッ

行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使

潮
崎
ひ
ろ
の
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
＃
78
、
79

ハ
ー
モ
ニ
カ
バ
ン
ド　
ポ
コ
ア
ポ
コ

第
7
回
定
期
演
奏
会

第
71
回
行
田
親
と
子
の

よ
い
映
画
を
み
る
会

▼
日
時
　
12
月
12
日
㈫
午
後
0
時
20

分
～
0
時
50
分　

▼
場
所
　
市
役

所
玄
関
ロ
ビ
ー　
▼
曲
目
（
予
定
）　

「
美
女
と
野
獣
」、「
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー
」
他　

▼
出
演
　

行
田
音
楽
家
協
会　
▼
問
　
改
革
推

進
室
（
内
線
３
２
７
）

▼
日
時
　
12
月
16
日
㈯
午
後
1
時
30

分
～
3
時
45
分
上
映
（
午
後
1
時

開
場
）　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文

化
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　【
上
映
会
】

「
こ
の
世
界
の
片
隅
に
」【
パ
ネ
ル

展
】「
人
間
と
原
爆
」　

▼【
参
加
協

力
券
】　〈
前
売
券
〉
1
千
円
〈
当
日

券
〉
1
千
２
０
０
円
（
学
生
、
60
歳

以
上
1
千
円
）（
小
・
中
学
生
、
高
校

生
、
障
が
い
者
８
０
０
円
、
前
売
券

も
同
額
）　
▼
主
催
　
平
和
の
た
め

の
行
田
戦
争
展
実
行
委
員
会　
▼
後

援
　
行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員

会　
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　
川
島

書
店
、
忍
書
房
、
宮
脇
書
店
行
田
店　

▼
問
　
大
島
☎
５
５
６
―
７
４
０
２

イ
ベ
ン
ト

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
７
平
和
の
た
め
の

行
田
戦
争
展

▼
日
時
　
11
月
21
日
㈫
午
後
1
時
30

分
～
4
時
（
午
後
1
時
か
ら
受
け

付
け
）　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
研
修
室　

▼
内
容
　
佐

藤
美よ

し
ひ
ろ弥
さ
ん
（
埼
玉
県
立
文
書
館

学
芸
員
）
に
よ
る
講
演
「
埼
玉
の

自
由
民
権
運
動
と
行
田
」　
▼
定
員
　

１
０
０
人
（
先
着
順
）　
▼
入
場
無

料
　
▼
問
　
同
大
学
同
窓
会
伊
東
☎

５
５
６
―
１
７
８
８

▼
日
時
　
12
月
1
日
㈮
午
後
2
時
30

分
開
演　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
林
家
木
久
蔵

さ
ん
に
よ
る
講
演
「
笑
い
が
一
番
」　

▼
定
員
　
２
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼
入
場
無
料
　
▼
申
・
問
　
公
益
社

団
法
人
行
田
法
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
11
月

21
日
㈫
（
必
着
）
ま
で
に
持
参
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
会
（
商
工
セ
ン
タ
ー

3
階
）
☎
５
５
４
―
４
５
３
５
【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】
５
５
４
―
６
９
６
９

講　
　
演

行
田
市
民
大
学
同
窓
会

定
期
講
演
会

行
田
法
人
会　
健
康
講
座

ド
」　
▼
入
場
料
　
９
０
０
円
※
配

布
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
い
る
入
場
割
引

券
を
お
持
ち
の
方
は
８
０
０
円
（
い

ず
れ
も
4
歳
以
上
）　
▼
主
催
　
行

田
親
と
子
の
よ
い
映
画
を
み
る
会
、

親
子
映
画
埼
玉
県
連
絡
会　
▼
後
援
　

埼
玉
県
、
行
田
市
教
育
委
員
会　
▼

問
　
吉
田
☎
５
５
７
―
１
７
７
８

福
助
さ
ん
と
日
本
の
人
形
展

▼
期
間
　
12
月
28
日
㈭
ま
で
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

▼
時

間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時　
▼
場

所
　
熊
谷
商
工
信
用
組
合
行
田
支
店

ロ
ビ
ー
（
天
満
3
―
16
）　
▼
内
容
　

日
本
人
に
と
っ
て
親
し
み
の
あ
る

ラ
ッ
キ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
福
助
人
形

を
は
じ
め
、
福
助
さ
ん
が
描
か
れ
た

グ
ッ
ズ
、
日
本
古
来
の
人
形
や
創
作

人
形
な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示

蔵
と
蔵
の
貯
金
箱
展

▼
期
間
　
12
月
28
日
㈭
ま
で　
▼
時

間
　
午
前
11
時
～
午
後
4
時　
▼
場

所
　
忍
城
下
ぎ
ょ
う
だ
懐
か
し
屋

（
行
田
1
―
9
）

い
ず
れ
も

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５

―
４
４
６
０

行
田
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
日
時
　
12
月
23
日
㈯
午
後
1
時

開
演　

▼
場
所
　
産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
市
内
の
小
・

中
学
校
、
高
校
の
児
童
生
徒
に
よ
る

管
楽
器
演
奏
発
表
会　

▼
入
場
無

料
　
▼
主
催
　
行
田
市
学
校
管
楽
器

教
育
研
究
会　
▼
後
援
　
行
田
市
教

育
委
員
会
、
行
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ　
▼
問
　
中
央
小
学
校
☎
５
５
４

―
５
５
５
１

▼
日
時
　
12
月
10
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
星
宮
公
民
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
馬
頭
琴
の
し
ら
べ
に
の
せ

て
「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」
の
朗
読
劇

を
行
う
。
モ
ン
ゴ
ル
民
族
音
楽
ホ
ー

ミ
ー
と
馬
頭
琴
の
演
奏
を
行
う
。　

▼
参
加
費
　【

3
歳
以
上
】
1
人

1
千
５
０
０
円
（
2
人
以
上
で
参
加

す
る
場
合
1
人
1
千
３
０
０
円
に
割

り
引
き
）　
▼
主
催
　
行
田
お
や
こ

劇
場　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員

会　
▼
申
・
問
　
12
月
8
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
行
田
お
や
こ
劇
場
事
務
局

☎
０
９
０
―
３
８
１
６
―
５
３
７
４

第
26
回
行
田
市
ス
ク
ー
ル

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

馬
頭
琴
と
ホ
ー
ミ
ー

朗
読
劇「
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
」

▼
日
時
　
12
月
2
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ　

▼
内
容
　
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
な

ど
の
専
門
家
が
法
律
関
係
、
税
金
、

年
金
、
労
働
問
題
に
応
じ
る
。　
▼

費
用
無
料
　
▼
問
　
行
田
民
主
商
工

会
☎
５
５
９
―
３
５
７
３

▼
日
時
　
12
月
4
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
、
子

育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ト
ー
ク
「
行
田

市
子
育
て
情
報
」　
▼
対
象
　
市
内

在
住
で
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
※
父

親
も
歓
迎　

▼
定
員
　
30
人
（
先

着
順
）
※
託
児
付
き　

▼
参
加
費
　

１
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田
市
民
生

委
員
・
児
童
委
員
連
合
会　
▼
後
援
　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会　
▼
申
・
問
　

12
月
3
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
同
協
議

会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

相　
　
談

専
門
家
に
よ
る

な
ん
で
も
相
談
会

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

広告広告
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古
代
蓮
会
館

手
作
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

〝
ス
ノ
ー
マ
ン
〞

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈫
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
古
代
蓮

会
館
休
憩
所　
▼
講
師
　
佐
藤
孝
子

さ
ん
（
全
国
創
作
ね
ん
土
人
形
の
会

「
サ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」）　

▼
参
加
費
　
２
５
０
円
（
材
料
費
1

体
分
）　
▼
そ
の
他
　
別
途
入
館
料

が
掛
か
り
ま
す
。
※
県
民
の
日
彩
り

感
謝
デ
ー
の
た
め
入
館
料
は
2
割
引

き
。　
▼
申
　
開
催
時
間
中
随
時
受

け
付
け

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

▼
日
時
　
11
月
18
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
上
映
作
品
　「
風
と
共
に
去

り
ぬ
」（
上
映
時
間
２
１
３
分
）　
▼

入
場
無
料
　
▼
定
員
　
３
０
０
人

館
研
修
工
作
室
で
ア
ニ
メ
を
上
映

（
午
前
11
時
、
午
後
2
時
の
計
2

回
・
約
20
分
）　
④
古
代
蓮
の
里
売

店
特
設
コ
ー
ナ
ー
で
ワ
ン
コ
イ
ン

セ
ー
ル
（
１
０
０
円
）
を
開
催　
⑤

古
代
蓮
の
里
売
店
で
3
千
円
以
上
購

入
し
た
方
に
会
館
招
券
券
（
1
枚
）

を
進
呈　
▼
そ
の
他
　
売
店
・
う
ど

ん
店
の
営
業
時
間
は
通
常
ど
お
り

古
代
蓮
の
里

プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
12
月
2
日
㈯
・
3
日
㈰
・

9
日
㈯
・
10
日
㈰
午
後
6
時
30
分
〜

7
時
30
分
（
予
定
）　

▼
場
所
　
古

代
蓮
会
館
休
憩
所　
▼
内
容
　
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
中
心
と
し
た
コ
ン

サ
ー
ト　

▼
出
演
　【
12
月
2
日
】

行
田
音
楽
家
協
会
【
3
日
】
山
田
知

世
さ
ん
（
バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
）、
葉

山
綾
佳
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
奏
者
）【
9

日
】
Ｎ
ｏ
ｅ
さ
ん
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
）【
10
日
】
小
池
穂
波

さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
奏
者
）、
小
林
礼

美
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
奏
者
）　
▼
入
館

料
　【
大
人
】
４
０
０
円
【
小
・
中

学
生
】
２
０
０
円
※
未
就
学
児
は
無

料　

▼
そ
の
他
　
12
月
2
日
・
3

日
・
9
日
・
10
日
は
古
代
蓮
会
館
を

午
後
9
時
ま
で
延
長
し
ま
す
（
入
館

受
け
付
け
は
午
後
8
時
30
分
ま
で
）。

（
先
着
順
）　
▼
そ
の
他
　
整
理
券

は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

新
年
の
寄
せ
植
え

▼
日
時
　
12
月
23
日
㈯
午
後
1
時

〜
4
時　

▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館

研
修
工
作
室　

▼
内
容
　
正
月
を

彩
る
定
番
の
新
年
の
寄
せ
植
え
を

作
る　

▼
講
師
　
萩
原
文
雄
さ
ん

（
テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学

校
）　

▼
対
象
　
小
学
生
以
上　

▼

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加

費
　
2
千
５
０
０
円
（
材
料
代
・
保

険
料
）　

▼
申
　
11
月
17
日
㈮
午
前

10
時
か
ら
直
接
同
館

古
代
蓮
の
里

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

２
０
１
７

▼
期
間
　
11
月
26
日
㈰
〜
平
成
30
年

1
月
8
日
㈪　
▼
点
灯
時
間
　
日
没

〜
午
後
9
時
30
分　
▼
場
所
　
古
代

蓮
の
里
園
内　
▼
主
催
　
古
代
蓮
の

里
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会

（
古
代
蓮
会
館
内
）

古
代
蓮
会
館

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ス
ト

▼
展
示
期
間
　
12
月
2
日
㈯
〜
25
日

㈪　
▼
展
示
場
所
　
古
代
蓮
会
館
内　

▼
仕
様
　
①
テ
ー
マ
は
自
由　
②
プ

ラ
段
（
90
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
90
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
1
枚
※
受
付
時
に

支
給　
③
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
用
ラ

イ
ト
合
計
50
ワ
ッ
ト
ま
で
※
希
望
者

に
は
ク
リ
ア
球
1
セ
ッ
ト
１
０
０
球

単
位
で
2
セ
ッ
ト
を
限
度
に
貸
し

出
し
ま
す
（
要
返
却
）　
▼
募
集
点

数
　
20
点
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

2
千
円　
▼
そ
の
他
　
制
作
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
審
査
は
同
館
入
館
者
に

よ
る
投
票
で
決
定
し
ま
す
。
上
位
3

点
に
は
景
品
を
進
呈
し
ま
す
（
1
位

旅
行
券
3
万
円
相
当
、
2
位
商
品
券

1
万
円
相
当
、
3
位
商
品
券
5
千
円

相
当
）。　

▼
申
　
11
月
15
日
㈬
〜

30
日
㈭
午
後
4
時
に
同
館
で
配
布
す

る
応
募
用
紙
（
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
作
品
、
参
加
費
を

添
え
て
直
接
同
館

古
代
蓮
会
館

メ
ッ
セ
ー
ジ

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
古
代
蓮
会
館
プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン

ト
に
併
せ
て
行
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
放
映
す
る
、
家
族

や
友
達
な
ど
大
切
な
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
な
ど
を
込
め
た
動
画
を
募
集

し
ま
す
。

▼
開
催
期
間
　
12
月
16
日
㈯
〜
25
日

㈪
午
後
5
時
〜
8
時
30
分　
▼
開
催

場
所
　
古
代
蓮
会
館
内　
▼
応
募
資

格
　
個
人　
▼
仕
様
　
3
分
以
内
の

動
画
（
静
止
画
の
ス
ラ
イ
ド
映
写
も

可
）
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
へ
保
存　
▼
そ
の
他
　

応
募
作
品
1
点
に
つ
き
古
代
蓮
会
館

招
待
券
2
枚
進
呈
。
※
提
出
さ
れ
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
原
則
と
し
て
返
却
不
可
。　

▼
申
　
11
月
15
日
㈬
〜
12
月
25
日
㈪

午
後
4
時
に
同
館
で
配
布
す
る
応
募

用
紙
へ
記
入
の
上
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
添
え

て
直
接
同
館　古

代
蓮
の
里
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ク
イ
ズ
に
答
え
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う

▼
開
催
日
時
　
12
月
2
日
㈯
・
3
日

㈰
・
9
日
㈯
・
10
日
㈰
・
16
日
㈯
〜

25
日
㈪
午
後
5
時
〜
9
時　
▼
応
募

方
法
　
古
代
蓮
会
館
展
望
室
か
ら
見

え
る
う
ど
ん
店
の
屋
根
に
描
か
れ
た

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
文
字
を
同
館

展
望
室
に
あ
る
応
募
用
紙
に
記
入

し
、
受
付
箱
に
投と
う
か
ん函

す
る
（
応
募
は

一
人
1
回
）　
▼
そ
の
他
　
抽
選
で

25
人
に
売
店
の
買
物
券
を
進
呈
し
ま

す
。
な
お
、
当
選
者
の
発
表
は
発
送

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

㈰
午
後
8
時
に
直
接
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ広

瀬
香
美

コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
２
０
１
８

▼
日
時
　
平
成
30
年
1
月
27
日
㈯
午

後
5
時
開
演　
▼
場
所
　
産
業
文
化

会
館
ホ
ー
ル　
▼
出
演
　
広
瀬
香
美

他　

▼
入
場
料
　
全
席
指
定
7
千

円
（
6
歳
未
満
入
場
不
可
）　
▼
チ

ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　
11
月
18
日
㈯
午

前
9
時
か
ら
同
館
他
各
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
で
販
売
（
電
話
受
け
付
け
は
翌
日

午
前
10
時
か
ら
）

古
代
蓮
会
館

県
民
の
日
彩
り
感
謝
デ
ー

▼
日
時
　
11
月
14
日
㈫
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
30
分
（
受
け
付
け
は
午
後

4
時
ま
で
）　
▼
内
容
　
①
古
代
蓮

会
館
の
入
館
料
を
2
割
引
き　
②
同

館
で
子
ど
も
向
け
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、

く
じ
引
き
を
開
催
（
有
料
）　
③
同

５
０
０
円
【
3
市
以
外
に
在
住
の

方
】
７
５
０
円
（
障
害
者
手
帳
提
示

に
よ
る
減
額
制
度
あ
り
）　
▼
そ
の
他
　

初
回
は
新
規
登
録
講
習
会
を
受
講
の

こ
と
（
直
接
ま
た
は
電
話
で
予
約
可
）

行
田
市
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

（
親
善
大
会
）

▼
日
時
　
12
月
2
日
㈯
午
前
9
時
〜

午
後
1
時
（
開
場
は
午
前
8
時
20
分

か
ら
）　

▼
場
所
　「
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
お
よ
び

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ　
▼
内
容
　
ブ
ロ
ッ

ク
別
（
3
〜
4
チ
ー
ム
）
の
リ
ー
グ

戦
と
し
、
各
チ
ー
ム
2
試
合
の
親
善

試
合
を
行
う　

▼
対
象
　
市
内
の

小
学
3
年
生
〜
6
年
生　

▼
参
加

費
　
1
人
２
０
０
円
（
監
督
者
も
含

む
）　

▼
申
　
各
小
学
校
お
よ
び
行

田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
配
布
す
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

11
月
23
日
㈭
午
前
8
時
30
分
〜
26
日

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
マ
シ
ン
新

規
導
入
・
リ
ニュ
ー
ア
ル

　

新
規
の
マ
シ
ン
を
2
機
種
導
入
、

3
機
種
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
定
の
利
用
ポ
イ
ン
ト
獲
得

に
よ
り
無
料
利
用
券
を
進
呈
し
ま
す

（
新
規
登
録
講
習
会
を
受
講
し
た
方

や
新
規
登
録
者
を
紹
介
し
た
現
登
録

者
に
も
無
料
利
用
券
を
1
枚
進
呈
）。

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
、
健
康
体
力
の
維

持
向
上
、
運
動
不
足
の
解
消
に
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。　
▼
利
用
時

間
　
午
前
9
時
〜
午
後
9
時
（
毎
月

第
2
・
4
月
曜
日
は
休
館
）
※
祝
日

の
場
合
は
翌
日
休
館　
▼
対
象
　
高

校
生
以
上　
▼
利
用
料
金
　【
行
田

市
・
加
須
市
・
羽
生
市
在
住
の
方
】

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

【住民基本台帳人口】
（平成29年10月1日現在）

新規導入したマシン

広告広告



　

利
根
川
と
荒
川
に
挟
ま
れ
た
行
田
市
域
は
、
舟

運
が
物
資
や
人
員
の
輸
送
に
欠
か
せ
な
い
重
要
な

交
通
手
段
で
し
た
。
両
河
川
に
は
荷
物
の
集
積
地

と
し
て
河
岸
場
が
設
置
さ
れ
、
河
岸
問
屋
が
取
り

仕
切
っ
て
い
ま
し
た
。

　
写
真
の
新
川
早
船
絵
馬
は
明
治
6
年（
１
８
７
３
）

に
下
忍
の
琴
平
神
社
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
で
す
。

新
川
と
は
新
川
河
岸
（
熊
谷
市
）
の
こ
と
で
、
江

戸
時
代
は
忍
藩
の
年
貢
米
や
御
用
荷
物
の
積
出
場

と
な
っ
て
お
り
、
下
久
下
河
岸
、
江
川
河
岸
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
早
船
と
は
、
荷
船
だ
と
江

戸
ま
で
行
く
の
に
途
中
の
河
岸
場
で
の
荷
物
の
積

み
下
ろ
し
で
4
〜
5
日
か

か
る
と
こ
ろ
を
、
朝
出
帆

す
る
と
翌
日
に
は
江
戸
に

到
着
し
た
急
行
便
の
旅
客

船
の
こ
と
で
す
。

　

絵
馬
に
描
か
れ
て
い
る

白
い
帆
を
張
っ
た
高
瀬
船

が
早
船
で
す
。
船
上
に
は
、

キ
セ
ル
を
吹
か
す
人
や
子

ど
も
を
背
負
っ
た
女
性
、

船
尾
で
舵
を
と
る
船
頭
と

み
ら
れ
る
人
物
な
ど
9
人

が
乗
船
し
て
い
ま
す
。
帆

の
後
ろ
に
は
筵む
し
ろを

架
け
た

荷
物
が
積
ま
れ
て
い
ま
す
。
左
上
に
は
河
岸
問
屋
が

描
か
れ
て
お
り
、
部
屋
の
中
に
は
河
岸
場
の
主
人
か

番
頭
と
み
ら
れ
る
羽
織
を
着
て
大
福
帳
を
つ
け
て

い
る
人
物
が
い
ま
す
。
外
に
は
陸
揚
げ
さ
れ
た
荷
物

を
運
ぶ
人
足
が
い
ま
す
。

　

こ
の
絵
馬
の
願
主
は
、
武
州
末す
え

野の

村
（
寄
居
町
）

の
柴
崎
鉄
五
郎
と
い
う
人
物
で
す
。
さ
ら
に
、
現

在
で
は
薄
く
な
っ
て
読
み
取
る
こ
と
が
難
し
い
で

す
が
、
絵
馬
の
下
側
に
28
人
の
奉
納
者
の
名
前
が

列
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
埼
玉
県
内
23
人
と

県
外
5
人
で
、
県
内
は
荒
川
や
元
荒
川
、
利
根
川
、

新
河
岸
川
、
越
辺
川
沿
岸
の
人
た
ち
、
県
外
は
栃

木
県
藤
岡
や
千
葉
県
行
徳
、
群

馬
県
玉
村
な
ど
の
人
た
ち
で
す
。

彼
ら
は
河
岸
問
屋
や
船
頭
た
ち

で
あ
る
と
思
わ
れ
、
香
川
県
琴

平
町
の
金こ

刀と

比ひ

羅ら

宮
が
船
乗
り

の
信
仰
を
集
め
た
よ
う
に
、
舟

運
に
携
わ
る
人
々
の
航
路
の
安

全
と
商
売
繁
盛
を
祈
っ
て
、
金

毘
羅
大
権
現
を
祭
神
と
す
る
琴

平
神
社
に
絵
馬
を
奉
納
し
た
の

で
し
ょ
う
。
か
つ
て
の
舟
運
の

繁
栄
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 

（
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）

市
報  

ぎ
ょ
う
だ

今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

平
成
29
年
11
月
１
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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　市では中京大学スポーツ科学部の金子潤助教と連携
し、足袋と足の形成に関する研究を始めました。

　東小学校では、10月末から全校児童が足袋を終日履いて学んでいます。
休み時間にはたくさんの子供たちが足袋を履いて元気よく外で遊んでい
ます。（関連記事7ページ）

　キャンプを通じて習得した野外調理技術を生かし、災害時に炊出し活動を
行うとともに、被災者の精神的ケアも行っているのが特定非営利活動法人
キャンパーです。普段は非常時に備え、大量調理システムの研究開発をはじ
めとした防災力の向上や、キャンプを通じて自然を大切にできる子どもの育
成などを図りながら、他者を尊重する共助社会の実現を目指しています。
　平成16年から活動を始め、現在の会員数は約70人。これまで、中越地震や
東日本大震災、昨年の熊本地震などの震災時にキャンピングトレーラーで被
災地へと駆けつけ、一定期間継続して炊き出しを行ってきました。また、発
足直後から「日本調理科学会」と災害時のマニュアルを作成。熊本地震では
同マニュアルに従い、地元の学生が中心となり被災者へ食事の提供を行いま
した。その際に多くの学生の意欲向上につながったことが、非常に大きな成
果になったとのことです。
　「私たちは、ご飯を通じてエールを送っているのです」と頼りがいのある笑
顔で話す代表理事の飯田芳幸さん。
　「備えあれば憂いなし」。キャンパーの活動に終わりはありません。

【代表理事】飯田 芳幸　【Eメール】jimu@camper.ne.jp 熊本地震での炊き出しの様子
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新川早船絵馬

みんな　チカラの

特定非営利活動法人
キャンパー

～市民公益活動団体紹介～⑪


